
鹿島港外港地区
国際物流ターミナル整備事業

岸壁（-14m）整備により既存施設の能力不足を解消し、荷主等
事業者の物流効率化を支援する。

With時：鹿島港外港地区を利用
荷主

鹿島港外港地区

Without時：代替港※を利用

輸送コスト47億円/年

輸送コスト削減額41億円/年

外貿バルク貨物

陸上輸送

荷主

代替港※

輸送コスト89億円/年

陸上輸送

1,000～55,000DWTクラス

1,000～55,000DWTクラス

※代替港

千葉港、川崎港、小名浜港



Without時：荒天時の避泊可能隻数：０隻

防波堤の延伸により港内に静穏な水域を確保し、荒天時における船
舶の安全な避泊を可能する。

海難による損失回避32億円/年

With時：荒天時の避泊可能隻数：３隻
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0.040.050.080.140.180.190.180.180.180.170.170.170.170.18

0.080.070.120.160.180.190.180.180.180.180.180.180.170.17
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1.041.041.041.031.031.021.021.021.031.041.031.010.990.980.960.910.850.800.770.740.680.620.550.500.430.380.340.320.300.290.260.240.230.210.200.190.180.170.170.170.16

1.041.041.041.041.031.021.021.031.041.041.021.000.980.960.920.860.810.780.740.680.610.550.490.420.370.320.300.290.270.240.230.220.210.200.190.180.180.18

1.041.041.041.031.031.031.041.041.041.020.990.970.930.880.830.790.740.680.610.540.480.410.350.310.290.270.250.240.230.220.210.200.190.180.17

1.041.041.041.031.031.041.051.041.031.000.970.940.900.850.800.750.680.610.540.460.390.330.300.270.250.230.230.220.220.210.210.20
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1.041.051.051.051.041.020.990.970.930.890.830.770.700.610.520.430.360.300.260.240.220.210.220.220.22

1.051.051.041.031.010.980.950.910.850.790.700.610.500.410.340.280.240.220.200.200.210.21

1.051.041.031.021.000.970.930.880.810.710.600.490.390.320.270.230.220.210.20

1.041.021.010.990.950.910.830.730.600.470.370.290.250.220.210.20

1.011.000.980.940.860.740.590.450.340.280.240.23

1.010.990.960.900.770.590.430.330.270.23

0.980.920.770.600.430.33

0.770.600.42
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鹿島港（ＣＡＳＥ－１、波向ＥＮＥ，Ｔ＝１０ｓ）                                                                                     
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南防波堤=3590m 中央防波堤＝635m 波向ENE+NE



潜堤の整備により、漂砂による航路埋没を抑制する。

Without時：漂砂の流入量：15.0万m3/年

維持浚渫費用の削減額14億円/年

With時：漂砂の流入量：5.7万m3/年

約15万
m3/年

外港航路の埋没量

約5.7万m3/年

防波堤（中央）へ

約9.3万m3

外港航路へ直接

約5.7万m3約15万
m3/年

防波堤（中央）へ
約9.3万m3

約15万
m3/年

外港航路の埋没量

約5.7万m3/年

防波堤（中央）へ

約9.3万m3

外港航路へ直接

約5.7万m3約15万
m3/年



Without時：ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ及びトラックを利用

【耐震便益：被災時】 緊急物資（被災後１ヶ月間）

耐震バースを整備することにより、大規模地震時に物資輸送拠点とし
て機能し、背後圏への緊急物資及び一般貨物の輸送を確保する。

福島県
（小名浜）

陸上輸送距離（往復）：270km

被災地域

鹿島港外港地区

被災者

（緊急物資：41ﾄﾝ）
ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ等による代替輸送

緊急物資：3,495ﾄﾝ

緊急物資

輸送コスト削減額0.9億円/年※

With時：鹿島港外港地区を利用

陸上輸送被災地域

鹿島港外港地区

被災者

※ 耐震強化バースが機能を発揮する確率P（t）を乗じる前の便益



Without時：小名浜港を利用

【耐震便益：被災後】 震災後の一般貨物（岸壁復旧までの２年間）

小名浜港

被災地域

鹿島港外港地区

WithWith時：鹿島港外港地区を利用

耐震バースを整備することにより、大規模地震時に物資輸送拠点とし
て機能し、背後圏への緊急物資及び一般貨物の輸送を確保する。

背後地域
陸上輸送
（外貿バルク貨物）

被災地域
鹿島港外港地区

背後地域

輸送コスト削減額45億円/年※

陸上輸送
（外貿バルク貨物）

※ 耐震強化バースが機能を発揮する確率P（t）を乗じる前の便益



Without時：大型船が係留避泊を強いられる

港口付近の静穏度が改善し、外港地区へのタグの航行が可能となり、
タグ支援を必要とする大型船が港外退避可能となる。

海難による損失回避11億円/年

With時：タグが航行でき、大型船が出港できる



岸壁を整備することにより、大型船を用いた海上輸送が可能となり、海上
輸送コストが削減される。

With時： 3.0万DWT級貨物船を利用

Without時： 0.7万DWT級貨物船を利用

【船舶の大型化による海上輸送コスト削減】

鹿島港外港地区 国際物流ターミナル整備事業

輸送コスト22億円
※割引前の便益

輸送コスト60億円
※割引前の便益

船舶の大型化等による海上輸送コスト削減：37億円/年



地耐力の強化により、プレアッセンブリが可能となり、洋上風車設置箇所
までの海上輸送が効率化される。

With時： 風車6基分の部材を輸送

Without時： 風車3基分の部材を輸送

【海上輸送の効率化】

鹿島港外港地区 国際物流ターミナル整備事業

輸送コスト3億円
※割引前の便益

輸送コスト6億円
※割引前の便益

輸送作業の効率化：3億円/年



地耐力の強化により、プレアッセンブリが可能となり、洋上風車設置箇所
での荷役作業が効率化される。

With時： 2日/基の部材を積み下ろし

Without時： 10日/基の部材を積み下ろし

【荷役作業の効率化】

鹿島港外港地区 国際物流ターミナル整備事業

輸送コスト18億円
※割引前の便益

輸送コスト90億円
※割引前の便益

荷役作業の効率化：73億円/年


